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福福祉祉ササーービビスス利利用用者者やや家家族族ななどどへへのの支支援援

１．日常生活自立支援事業 （４７，２３７千円）

認知症高齢者、知的・精神などに障害のある方々の自立を支援するため、福祉サービスを利用

する際の手続きや料金払いなどの援助、日常の金銭管理といったお手伝い（福祉サービス利用

援助事業）をします。

また住民の保健・福祉についての相談・支援を行う地域包括支援センターと連携して、相談窓

口や相談体制の充実・強化を図ります。

２．福祉サービス苦情解決事業 （６，１７３千円）

公平・中立な立場で利用者の利益保護を目的としている運営適正化委員会は、県社協が実施主

体である日常生活自立支援事業の運営を監視します。

また福祉サービス利用者や家族からの苦情（疑問、要望）に対し、相談、助言などを行い、適

切に解決することに努めます。

３．福祉サービス評価推進機構運営事業 （３，２００千円）

福祉サービス評価推進機構は、福祉サービスの質の向上を図るため「福祉サービス事業所の評

価を行い、利用者がサービスを選択する際の情報を公表する第三者評価事業」の受審・普及を

図ります。

４．介護サービス情報の公表事業（関連事業を含む） （３１，８２４千円）

利用者が適切にサービスを選択できるように、介護保険法に基づき、介護サービス情報の内容

や運営状況についての公表を行います。

５．地域密着型サービス外部評価事業 （３，３６０千円）

小規模多機能型居宅介護や認知症対応型共同生活介護（グループホーム）の事業所が、自ら行

う「自己評価」と評価機関が実施する「外部評価」によって客観性を高めることで、福祉サー

ビスの質の向上を図ります。

昨年の米国発世界同時不況に伴い、わが

国においても景気が急速に悪化し、非正規

職員の削減などにより、職だけでなく生活

の場（住居）までも失う厳しい社会状況と

なっています。

このような時代だからこそ、県社会福祉

協議会では地域の生活課題に的確に対応す

べく、組織の機能と経営強化について中期

的目標を定めた「県社協強化発展計画」を

もとに、地域福祉の推進をめざします。

具体的には、日常生活自立支援事業など

の福祉サービス利用者の権利を擁護する事

業や福祉・介護従事者の確保と養成などを

本年度の重点実施事業としました。

本年度の県社協予算額（支出額ベース）

は、約２１億８００万円（前年度比約２．８％増）と

なりました。

主な事業と予算規模は、次のとおりです。

※本年度から新たに取り組む事業は「新」と表記しています。

平成２１年度 主な県社協事業

�

基
本
方
針�

やまなしの福祉 ２００９年５月 ２



６．高齢者虐待防止支援事業 （１，８４７千円）

高齢者虐待にかかる困難事例について、市町村、地域包括支援センターを対象とした社会福祉

士や弁護士などによる相談・派遣支援を行います。

新７．認知症コールセンター設置事業 （１，８９０千円）

認知症にかかわる専門家や介護経験者が、電話で相談に応じる窓口を設置します。

認知症の知識や介護技術、適切な支援機関の紹介、精神面でのサポートを行います。

地地域域でで生生活活すするる方方々々へへのの支支援援

１．高齢者総合相談センター事業 （１４，４３８千円）

高齢者の生活、健康、生きがい、職業、介護・看護、法律、身体拘束廃止といった相談に応じ、

個人の尊厳と権利を擁護します。

２．生活福祉資金等貸付事業 （１，０５５，６０６千円）

低所得世帯や障害のある方、高齢者などへの福祉資金貸付制度として「生活福祉資金」「離職者

支援資金」「長期生活支援資金」「要保護世帯向け長期生活支援資金」の有効な活用を図ります。

長期にわたる滞納世帯に対し、市町村社協とともに必要な対応を行います。

３．高齢者居室等整備資金及び重度障害者居室等整備資金貸付事業 （１２，２３６千円）

高齢者（６０歳以上）や障害のある方の住まいに対する貸付を行います。長期にわたる滞納世帯

に対し、市町村社協とともに必要な対応を行います。

今、わが国は１００年に一度の大恐慌に見舞わ

れ、また混迷の政治情勢に加え、歴史的な変

革の中で新たなる課題が噴出し、県社協の果

たすべき課題も山積みしています。

県行政改革大綱においては、本会も改革す

べき対象として明記され、まさに歴史的転換

期にあるといっても過言ではありません。

しかし「ピンチはチャンス」といいます。

福祉が大いなる転換期にあるからこそ、県社

協は地域福祉推進の中核として、また「山梨

発の福祉文化の創造」への躍進のチャンスと

考え、組織の総力を結集して力強く前進する

ものです。

人が生きるための安心と安全の確保、これ

こそが文化の原点であり、福祉はその根幹で

す。本県は武田節の「人は石垣、人は城」と

あるように、福祉の原点である人と人とが支

え合う美しい風土を形成

してきました。

県社協はこの原点と風

土を常に忘れず、誇りと

自信をもって業務に精励

しなければなりません。

職員１人ひとりが「和」と「学」の姿勢を

忘れず、３つの信条をもって取り組んでいき

たいと思います。

◇

３つの信条

「一木一草の心を知れ」…もの言えぬ弱い立

場の人の声を聴け。

「鷲は日輪を望んで高く翔ける」…常に正義

を見つめ、誇り高く生きよ。

「水は奔湍（ほんたん）となって本領を発揮

する」…組織一丸となって目標にまい進せよ。

県社会福祉協議会長 古屋 栄和「和」「学」、３つの信条

３ やまなしの福祉 ２００９年５月



福福祉祉経経営営とと人人材材確確保保へへのの支支援援

１．福祉施設経営指導事業 （５，７６９千円）

巡回相談や研修に重点をおいた経営指導を行い、社会福祉施設の健全な経営を支援します。

２．民間社会福祉施設振興資金貸付事業 （４０，９６９千円）

民間社会福祉施設の健全な経営を目的とし、施設整備と運営に必要な資金の貸し付けを行いま

す。

３．福祉人材確保事業（無料職業紹介事業と人材養成） （７，２８９千円）

福祉人材確保指針に基づき、有資格者や多様な人材の就労促進、定着支援などに取り組みます。

人材確保にかかる課題やニ―ズを把握するため、昨年度に引き続き労働市場動向基礎調査を行

い、また福祉人材センターが中長期的に取り組むアクションプランを策定します。

４．福利厚生事業 （５０７，０１４千円）

退職共済制度や福利厚生センター地方事務局による福祉従事者の福利厚生事業を行います。

新５．職場体験事業（福祉人材センター） （６，０６０千円）

福祉・介護職場を体験する機会を提供します。

福祉・介護の仕事に関心のある方々に対し、実際の職場の雰囲気、サービス内容などを直接知

る環境をつくることで、福祉・介護従事者の確保につなげます。

福福祉祉従従事事者者・・担担いい手手へへのの支支援援＝＝生生涯涯研研修修ととそそのの体体系系化化

１．民生委員・児童委員研修 （８９１千円）

地域における身近な相談者としての役割を支援するため、中堅の民生委員や主任児童委員など

の研修を行います。

２．従事者研修事業（福祉人材センター） （６７０千円）

社会福祉事業従事者として必要な知識や技術の習得・向上を図るため、職種や階層に応じた研

修を開催します。

３．介護職員指導者研修・介護職員テーマ別研修（介護実習普及センター） （８３２千円）

指導的立場にある介護職員を対象に実務に沿ったテーマに基づく研修を行い、福祉サービスの

向上をめざします。

４．介護支援専門員研修 （１１，０９４千円）

実務研修受講試験の合格者や有効期限が満了となる実務経験のない有資格者を対象とした研修

のほか、就業期間に応じた更新研修などを行います。

新５．介護福祉士等修学資金貸付事業 （２４，２００千円）

介護福祉士や社会福祉士の養成施設などに在学し、資格取得をめざす学生に対する修学資金の

貸し付けを行います。

本県で貸し付けを受け、卒業後１年以内に介護または相談援助の業務に従事すること、そして

従事する期間が５年間になると返還が免除されます。

やまなしの福祉 ２００９年５月 ４



県県民民へへのの啓啓発発事事業業

１．ボランティア活動 （１，８２２千円）

市町村ボランティアセンター機能の充実、ボランティアや地域住民が主体となり、市町村・小

地域の福祉活動を推進するための「人づくり・山梨ボランティアフォーラム」を開催します。

２．福祉教育の推進 （３，７１１千円）

関係者と連携し、学校や地域で活用できる「福祉のこころを醸成するプログラム」を推進する

ため、市町村社協をモデル指定します。また小・中・高校、特別支援学校に対する「やまなし

福祉教育・ボランティア活動実践校フォローアップ事業」を行います。

３．介護講座 （２，６３６千円）

「介護は社会全体で支えるもの」という理念のもと、県民の方々を対象にさまざまな介護講座

を開催します。

学校関係者向けの講座や介護ボランティアの養成、家族介護者への支援を行います。

４．健康づくり・生きがいづくり （３０，９３７千円）

「いきいき山梨ねんりんピック２００９」をはじめとする高齢者の健康づくり、「シルバー作品展」

といった高齢者の生きがいづくりなどを行い、明るい長寿社会をめざします。

地地域域福福祉祉のの推推進進

１．市町村社協への支援

組織・財政・事業などの課題に対し、各市町村の自主性や個別性のある取り組みを広域的な観

点でとらえ、専門性の向上を目的とする研修の開催や巡回による個別支援をします。

２．災害にも強いまちづくり （６０８千円）

災害時の円滑な救援活動やボランティア活動を行うため、県市町村職員、市町村社協職員、モ

デル地区住民などを対象に「市町村社協災害ボランティアセンター」の設置運営実働訓練をモ

デル的に行います。

また平成８年度に作成した「山梨県民間社会福祉災害マニュアル」の見直しとともに、訓練を

行います。

広広報報・・情情報報提提供供

１．本会ホームページの充実 （５８５千円）

県民の方々をはじめ、本会会員に対する福祉情報の提供を充実します。

市町村社協が災害時にも対応できる情報ページを提供するなどのネットワーク化に取り組みます。

２．本会広報紙「やまなしの福祉」発行 （４，７０９千円）

本県福祉の総合情報紙として内容を充実し、福祉関係機関・団体はもちろん、県民の方々への

情報提供に努めます。

５ やまなしの福祉 ２００９年５月
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介
護
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座

疑
似
体
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に
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り
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齢
者
の

心
身
の
変
化
を
知
る
こ
と
で
、

介
護
の
心
を
学
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ま
す
。

テ
ー
マ
別
介
護
講
座

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
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介
護
の
知
識
や
技
術
を
具
体

的
に
学
び
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す
。

◇
口
の
中
の
健
康
管
理
…
飲

み
込
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に
障
害
が
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方
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の

ケ
ア
を
は
じ
め
、
講
義
と
実
技

を
交
え
た
口
腔
ケ
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を
学
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ま

す
。◇
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ハ
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テ

ー
シ
ョ
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ョ
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の
基
本
的
な
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す
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こ
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や
車
い
す
へ
の
移
し
方

な
ど
を
体
験
し
ま
す
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◇
お
年
寄
り
に
起
こ
り
や
す

い
病
気
・
事
故
の
予
防
と
対
応

…
加
齢
に
伴
う
病
気
へ
の
抵
抗

力
や
筋
力
の
低
下
は
、
病
気
や

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、

心
臓
の
動
き
を
戻
す
た
め
の
医

療
機
器
）
の
操
作
も
体
験
し
な

が
ら
、
病
気
や
事
故
の
予
防
と

対
応
を
学
び
ま
す
。

◇
お
年
寄
り
の
食
事
の
お
世

話
…
３
日
間
コ
ー
ス
。
栄
養
を

補
う
副
食
や
飲
み
込
み
の
障
害

に
合
わ
せ
た
食
事
を
作
り
ま

す
。
日
頃
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

見
直
す
機
会
に
な
り
ま
す
。
３

日
間
の
材
料
費
と
し
て
１
５
０

０
円
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま

す
。◇

清
潔
の
お
世
話
…
２
日
間

コ
ー
ス
。
身
体
の
清
潔
に
つ
い

て
の
基
本
知
識
や
注
意
点
を
学

び
ま
す
。
寝
た
ま
ま
で
の
部
分

介

護

講

座

紹

介

「入門介護講座」特殊なメガネをかけて文字を読む

「病気・事故の予防に対応」ＡＥＤの操作を学ぶ

「自立を促すリハビリテーション」ベッドから

起こしリハビリをはじめる

「入門介護講座」研修の一環として企業の

社員も受講

入
門
編
や
テ
ー
マ
別

介介護護講講座座紹紹介介

県立介護実習普及センターは、介護

講座の受講者を募集中。講座の内容を

紹介します。

１
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け

やまなしの福祉 ２００９年５月 ６



浴
（
手
や
足
）
や
、
洗
髪
（
シ

ャ
ン
プ
ー
）
は
、
自
宅
に
あ
る

も
の
を
使
う
工
夫
な
ど
を
体
験

し
ま
す
。

◇
寝
具
・
衣
類
の
お
世
話
と

床
ず
れ
予
防
…
快
適
な
生
活
を

送
る
た
め
の
寝
具
・
衣
類
選
び

を
学
び
ま
す
。
介
護
を
必
要
な

人
が
寝
た
状
態
で
の
シ
ー
ツ
交

換
や
そ
の
際
の
注
意
点
も
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
介
護
者
の
健
康
管
理
…
在

宅
介
護
を
続
け
る
た
め
に
、
介

護
者
の
心
と
身
体
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
が
重
要
で
す
。
講
座
で
は

簡
単
な
ヨ
ガ
も
し
ま
す
。

◇
お
年
寄
り
の
排
泄
の
問
題

と
そ
の
お
世
話
…
排
泄
（
せ
つ
）

の
仕
組
み
と
そ
の
障
害
に
つ
い

て
知
り
、
予
防
や
ケ
ア
の
方
法

を
学
び
ま
す
。
よ
り
良
い
お
む

つ
の
当
て
方
や
、
肌
の
手
入
れ

方
法
を
体
験
し
ま
す
。

◇
フ
ッ
ト
ケ
ア
…
足
指
や
爪

の
変
形
が
起
こ
り
、
立
つ
こ
と

や
歩
く
こ
と
に
支
障
が
で
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
足
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
方
法
や
、
正
し
い
足
の

爪
の
手
入
れ
方
法
を
学
び
ま

す
。◇

介
護
を
支
え
る
保
健
医
療

福
祉
サ
ー
ビ
ス
…
介
護
保
険
を

中
心
に
、
制
度
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
医
療

関
係
者
に
よ
る
在
宅
介
護
で
の

注
意
点
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
研
修

２
日
間
コ
ー
ス
。
地
域
や
福

祉
の
職
場
で
働
く
人
が
講
師
と

な
り
「
高
齢
者
疑
似
体
験
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
役
立
つ
介
護
技

術
」「
施
設
で
求
め
ら
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
力
」「
お
年
寄
り
の

生
活
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
考
え
る
」
な

ど
の
テ
ー
マ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能

性
の
あ
る
病
気
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

な
に
か
特
別
な
こ
と
で
は
な

く
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
援

し
ま
す
。
認
知
症
を
理
解
す
る

こ
と
も
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
の
大

切
な
役
割
で
す
。

◇

こ
の
ほ
か
夏
休
み
は
、
小
中

学
生
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た

介
護
講
座
も
開
催
し
ま
す
。

各
講
座
と
も
定
員
を
設
け
て

お
り
、
開
催
日
の
１
カ
月
前
か

ら
受
講
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で

も
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

県
立
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ

ー

電
話
０
５
５
・
２
５
４
・

８
６
８
０

「
清
潔
の
お
世
話
」
紙
お
む
つ
の
素
材
（
吸

水
性
な
ど
）
を
利
用
し
た
洗
髪

「
排
泄
の
問
題
と
そ
の
お
世
話
」
差
し
込
み

便
器
の
使
い
方
を
学
ぶ

「
食
事
の
お
世
話
」
調
理
実
習
の
様
子

介

護

講

座

紹

介

７ やまなしの福祉 ２００９年５月
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介
護
用
ベ
ッ
ド
は
○１
起
き
上
が
り

や
立
ち
上
が
り
が
楽
に
な
る
○２
腰
を

掛
け
る
姿
勢
が
楽
に
と
れ
、
車
い
す

な
ど
へ
の
移
乗
動
作
が
し
や
す
く
な

る
○３
立
ち
上
が
り
に
便
利
な
手
す
り

な
ど
の
付
属
品
の
取
り
付
け
が
可

能
、
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
○１
置
く
ス
ペ
ー
ス
○２
転
落

の
危
険
性
○３
ベ
ッ
ド
に
慣
れ
て
い
な

い
方
の
不
安
感
�
な
ど
を
解
消
す
る

必
要
も
あ
り
ま
す
。

介
護
用
ベ
ッ
ド
の
機
能
に
は
「
背

上
げ
」
「
ひ
ざ
上
げ
」
「
高
さ
調
節
」

が
あ
り
、
利
用
す
る
方
の
状
態
に
応

じ
て
、
必
要
な
機
能
を
備
え
た
も
の

を
選
び
ま
す
。

そ
し
て
ベ
ッ
ド
と
と
も
に
大
切
な

の
が
、
マ
ッ
ト
レ
ス
選
び
。
立
ち
上

が
り
や
起
き
上
が
り
が
可
能
な
方

は
、
安
定
感
の
あ
る
硬
め
の
マ
ッ
ト

レ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
望
ま
し
く
、
日

中
ベ
ッ
ド
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い
方

は
、
心
地
よ
い
柔
ら
か
め
の
マ
ッ
ト

レ
ス
を
選
ぶ
と
良
い
で
し
ょ
う
。

介
護
用
ベ
ッ
ド
、
マ
ッ
ト
レ
ス
は
、

介
護
保
険
に
よ
る
レ
ン
タ
ル
の
対
象

に
な
っ
て
い
ま
す
。
状
態
に
合
わ
な

く
な
っ
た
時
は
、
必
要
な
機
能
を
備

え
た
も
の
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

特 徴 背上げ機能付き。背中部分が上がるた

め、起き上がり動作を補助します。手すりにつ

かまれば、自らの力で起き上がることができる

方に適しています。

生産終了の商品ですが、レンタルが可能です。

特 徴 背上げ、ひざ上げ、高さ調節機能付き。

手すりが背中部分と一緒に動くので、背上げ時に

姿勢が安定し、手や頭を挟み込む危険がありませ

ん。ベッドの端に両足を垂らして腰をかけられる

方にオススメ。身長にあわせてレギュラー、ロン

グサイズもあります。

特 徴 硬い面と柔らかい面のリバーシブル。

状態が変化した時に使い分けることができま

す。水が抜けやすくなっているので、マットレ

スを丸洗いできます。

県立介護実習普及センターで展示しているベッド・マットレスを紹介します。

取扱店など詳しくは、本センターにお問い合せください。電話０５５・２５４・８６８０、FAX０５５・２５４・８６９０

福

祉

用

具

紹

介

商品名 ケプロコア８５２R DXシングルショート

価 格 ２９８，０００円（非課税）

背上げ、ひざ上げ、高さ調節も

硬い面

介介護護ベベッッドド、、ママッットトレレススのの選選びび方方

柔らかい面

商品名 楽匠～自立促進シリーズ 起きあがりベッド

商品名 エバーフィットマットレス洗浄タイプ

価 格 ７５，６００円（税込み）

硬軟の面を使い分け

背中を上げて起きやすく

やまなしの福祉 ２００９年５月 ８
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手
軽
な
値
段
と
品
数
を
そ
ろ

え
た
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
。
こ

こ
で
見
つ
け
た
「
生
活
」を
便
利

に
す
る
用
品
を
紹
介
し
ま
す
。

商
品
名

シ
リ
コ
ン
製
フ
タ
開

け
「
シ
リ
コ
ン
製
フ
タ
開
け
」

を
キ
ャ
ッ
プ
や
ふ
た
に
付
け
て

回
し
ま
す
。
摩
擦
の
力
を
利
用

す
る
こ
と
で
手
の
力
が
弱
く
な

っ
た
方
で
も
ふ
た
が
開
け
や
す

く
な
り
ま
す
。

同
品
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
小

さ
な
キ
ャ
ッ
プ
か
ら
コ
ー
ヒ
ー

の
瓶
の
よ
う
な
大
き
な
ふ
た
ま

で
対
応
し
ま
す
。

商
品
名

ソ
フ
ト
ス
プ
ー
ン

ゴ
ム
の
よ
う
な
弾
力
の
あ

る
、
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
樹
脂
に
な

っ
て
い
ま
す
。
食
べ
物
を
口
に

運
ん
だ
時
の
感
触
が
優
し
く
、

違
和
感
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

ス
プ
ー
ン
の
先
の
丸
み
が
少

な
い
形
の
た
め
、
す
く
い
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。

商
品
名

く
す
り
整
理
ケ
ー
ス

１
週
間
分
の
薬
を
１
日
４
回

（
朝
、
昼
、
夕
、
寝
る
前
）
に

分
け
て
整
理
で
き
る
錠
剤
用
ケ

ー
ス
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
整
理

し
て
お
く
こ
と
で
、
薬
の
飲
み

忘
れ
を
防
ぎ
ま
す
。
数
日
間
用

の
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
も
あ
り

ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
や

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

介
護
に
つ
い
て
の
基
礎
が
て
い

ね
い
に
、
わ
か
り
や
す
く
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
介
護
を

始
め
る
方
に
は
、
安

心
の
１
冊
で
す
。

こ
の
他
、
介
護
・

看
護
・
福
祉
に
つ
い

て
の
本
２
６
１
冊
、

ビ
デ
オ
２
０
１
本
の

貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、

県
立
介
護
実
習
普
及

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
講
座
の
申
し
込
み
、

福
祉
用
具
の
相
談
、
図
書
・

ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
な
ど

は
、
山
梨
県
立
介
護
実
習
普

及
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
電
話
０
５
５
・
２
５

４
・
８
６
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０

５
５
・
２
５
４
・
８
６
９
０

図図

書書

紹紹

介介

著 者 浜田きよ子

出 版 社 講談社

お

し

ら

せ

９ やまなしの福祉 ２００９年５月



介護福祉士・社会福祉士取得のための

学費を貸し付けます

県社会福祉協議会は、介護福祉士・社会福祉士の養成施設などに

在学する方への修学資金の貸付を行います

やまなしの福祉 ２００９年５月 １０
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県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
平
成
２０
年
度
の
有
効
求
職

者
数
は
、
前
年
度
比
１
１
２
９

人
増
の
延
べ
４
２
３
９
人
で
、

３
割
を
超
え
る
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

一
方
、
１
年
間
の
有
効
求
人

数
は
延
べ
６
５
９
６
人
で
、
前

年
度
３
４
３
４
人
を
大
き
く
上

回
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
正
職

員
の
割
合
は
延
べ
３
４
２
６

人
、
全
体
の
５
割
強
と
な
っ
て

い
ま
す
。
３
月
末
現
在
の
有
効

求
人
倍
率
は
１
・
５６
倍
と
前
年

度
比
０
・
４６
ポ
イ
ン
ト
増
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
窓
口
で
の
紹
介
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
試
験

・
面
接
を
受
け
た
求
職
者
（
紹

介
・
応
募
人
数
）
は
、
延
べ
４

９
９
人
で
、
こ
の
う
ち
約
３
割

弱
の
延
べ
１
２
６
人
が
採
用
に

な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
結
果
か
ら
、
福
祉

・
介
護
職
場
で
の
人
材
確
保
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
現
状
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

求
人
（
事
業
所
）
と
求
職
者

と
の
細
か
な
希
望
条
件

が
合
わ
ず
、
採
用
に
な

ら
な
い
と
い
う
現
状
も

あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
子
育
て

を
し
な
が
ら
働
き
た
い

と
い
う
求
職
者
が
「
勤

務
時
間
を
も
う
少
し
短

縮
し
て
ほ
し
い
」
と
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
求
人

（
事
業
所
）
が
求
職
者

の
希
望
を
尊
重
し
、
採

用
と
な
っ
た
例
も
あ
り

ま
し
た
。

本
セ
ン
タ
ー
は
、
求

職
者
の
細
か
な
悩
み
や

相
談
に
応
じ
な
が
ら
、

求
人
情
報
を
提
供
し
、

採
用
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

３月末から携帯電話を使って求人の閲

覧ができるようになりました。

紹介状の発行や詳しい求人内容などの

相談は、県福祉人材センターへお問い合

せください（電話０５５・２５４・８６５４）。

福福
祉祉
人人
材材
セセ
ンン
タタ
ーー
ニニ
ュュ
ーー
スス

求
職
、求
人
と
も
大
幅
に
増
加

モバイル（携帯電話）版「福祉のお仕事」スタート

２０
年
度

採
用
成
立
へ
は
課
題
も

１１ やまなしの福祉 ２００９年５月
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入
戸
野
藤
子
さ
ん
（
北
杜
市
明
野

町
浅
尾
、
７１
歳
）
は
、
県
の
「
こ
と

ぶ
き
マ
ス
タ
ー
」。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
指
導
者
と
し
て
地
域
の
公
民
館
や

知
的
障
害
者
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、

笑
顔
と
健
康
の
輪
を
広
げ
て
い
ま

す
。明
野
に
夫
の
邦
義
さ
ん
（
７４
歳
）

と
住
ん
で
１１
年
目
。
す
っ
か
り
地
域

に
溶
け
込
ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

若
い
と
き
か
ら
東
京
・
武
蔵
野
市

で
社
会
体
育
の
非
常
勤
講
師
や
体
育

指
導
員
と
し
て
活
躍
。
２０
年
以
上
の

か
か
わ
り
か
ら
得
た
持
論
は
「
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
人
と
人
を
つ
な

ぐ
も
の
、
心
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
得
る

も
の
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

昭
和
３６
年
、
明
野
出
身
で
中
学
校

教
師
を
し
て
い
た
邦
義
さ
ん
と
結

婚
。
武
蔵
野
市
で
長
く
暮
ら
し
、
平

成
１０
年
５
月
、
６０
歳
の
と
き
、
夫
の

実
家
で
あ
る
浅
尾
に
移
り
住
み
ま
し

た
。
横
浜
生
ま
れ
、
東
京
育
ち
の
藤

子
さ
ん
。
「
夜
の
暗
さ
に
び
っ
く
り
。

車
が
な
い
と
不
便
だ
し
、
大
変
な
所

に
来
て
し
ま
っ

た
」
と
、
当
時

を
振
り
返
り
ま

す
。「

ど
う
し
た

ら
地
域
に
溶
け

込
め
る
だ
ろ
う
か
」。
悩
み
、
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
る
日
々
。
夜
、
布
団
の
枕

を
濡
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
藤
子
さ
ん
を
救
っ
た
の
が
、
武

蔵
野
時
代
に
身
に
つ
け
た
社
会
体
育

の
ラ
イ
セ
ン
ス
と
経
験
で
し
た
。
あ

る
日
、
教
育
委
員
会
が
生
涯
学
習
の

指
導
者
登
録
を
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ

を
目
に
し
ま
し
た
。

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
日
本
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
連
盟
の
公
認
指
導
者
、
日

本
体
育
協
会
の
体
力
テ
ス
ト
判
定
員

な
ど
の
資
格
を
持
ち
、
武
蔵
野
市
で

培
っ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
づ
く

り
や
組
織
化
の
経
験
が
、
大
き
な
自

信
と
し
て
よ
み
が
え
っ
て
き
た
の
で

す
。さ

っ
そ
く
登
録
。
最
初
の
講
師
は

明
野
ふ
れ
あ
い
館
で
の
お
年
寄
り
を

対
象
に
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指

導
で
し
た
。
行
っ
て
驚
い
た
の
は
畳

の
部
屋
だ
っ
た
こ
と
。
東
京
で
の
会

場
は
床
と
い
す
ば
か
り
で
し
た
。
先

輩
指
導
員
と
一
緒
で
し
た
が
、
用
意

し
て
行
っ
た
内
容
は
床
と
い
す
を
想

定
し
た
も
の
。
し
か
し
、
そ
こ
は
経

験
豊
富
な
藤
子
さ
ん
。
畳
に
座
っ
た

ま
ま
で
で
き
る
握
手
と
じ
ゃ
ん
け
ん

を
組
み
合
わ
せ
た
内
容
に
変
え
、
結

果
は
大
受
け
で
し
た
。

以
来
、
公
民
館
な
ど
で
講
師
と
し

て
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

平
成
１５
年
に
は
県
こ
と
ぶ
き
マ
ス
タ

ー
の
認
定
を
受
け
、
１７
年
か
ら
は
県

社
会
福
祉
協
議
会
の
依
頼
で
県
内
各

地
に
出
掛
け
て
い
き
ま
す
。
邦
義
さ

ん
も
車
の
送
迎
な
ど
で
藤
子
さ
ん
を

支
え
ま
す
。

「
高
齢
者
、
６０
歳
代
、
中
年
、
若

い
人
、
知
的
障
害
者
な
ど
、
い
ろ
ん

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
、
体
と

心
の
健
康
を
維
持
す
る
よ
う
地
域
の

人
の
役
に
立
ち
た
い
で
す
ね
」。
藤
子

さ
ん
は
明
る
く
話
し
て
い
ま
す
。

「レクリエーションで体と心の健

康維持を」と話す入戸野藤子さん。

左は指導の様子

人人とと人人ををつつななぐぐレレクク／／指指導導経経験験がが身身助助けけるる

入入戸戸野野 藤藤子子ささんんここととぶぶききママススタターー

やまなしの福祉 ２００９年５月 １２



県
社
会
福
祉
協
議
会
は
「
こ

と
ぶ
き
マ
ス
タ
ー
人
材
バ
ン

ク
」
に
登
録
し
て
い
る
指
導
者

を
無
料
で
派
遣
（
あ
っ
せ
ん
）

し
て
い
ま
す
。

こ
と
ぶ
き
マ
ス
タ
ー
と
は
、

長
年
培
わ
れ
た
知
識
や
技
能
、

生
活
の
知
恵
な
ど
を
生
か
し
な

が
ら
、
積
極
的
に
地
域
で
活
動

す
る
高
齢
者
の
方
々
で
す
。

今
年
３
月
、「
こ
と
ぶ
き
マ
ス

タ
ー
人
材
バ
ン
ク
名
簿
」
を
作

成
、
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
を

は
じ
め
、
市
町
村
関
係
機
関
、

幼
稚
園
な
ど
に
配
布
し
ま
し

た
。

人
材
バ
ン

ク
名
簿
の
内

容
人
材
バ
ン

ク
名
簿
は
○１

趣
味
・
生
活

文
化
○２
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ

ン
○３
健
康
○４
歴
史
○５
文
芸
○６
美

術
・
工
芸
○７
音
楽
・
演
劇
・
舞

踊
○８
福
祉
・
奉
仕
○９
そ
の
他
�

の
９
分
野
で
構
成
。

さ
ら
に
必
要
な
人
材
を
探
し

や
す
い
よ
う
、
手
芸
・
絵
手
紙

・
手
品
・
腹
話
術
な
ど
８１
項
目

ご
と
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

登
録
・
掲

載

数

は
１
８
５

人
、
１１
団
体
で
す
。

人
材
バ
ン
ク
名
簿
の
活
用
方

法
（
指
導
者
の
派
遣
依
頼
）

○１
計
画
に
応
じ
て
、
人
材
バ
ン

ク
名
簿
か
ら
、
項
目
・
指
導

者
を
選
び
、
県
社
協
に
連
絡

し
ま
す

○２
指
導
者
の
派
遣
希
望
者
（
依

頼
者
）
は
、
所
定
の
申
請
書

を
県
社
協
に
提
出
し
ま
す

○３
県
社
協
は
、
依
頼
者
と
指
導

者
の
仲
介
を
行
い
、
派
遣
す

る
指
導
者
を
決
定
し
ま
す

○４
県
社
協
は
、
決
定
し
た
指
導

者
の
連
絡
先
な
ど
を
依
頼
者

に
連
絡
し
ま
す

○５
依
頼
者
は
指
導
者
に
連
絡
を

取
り
、
計
画
の
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
ま
す

○６
事
業
終
了
後
、
依
頼
者
は
、

所
定
の
実
施
報
告
書
と
写
真

２
～
３
枚
を
添
付
し
て
県
社

協
に
提
出
し
ま
す

◇

県
社
協
は
指
導
者
の
派
遣
に

か
か
る
費
用
な
ど
の
ご
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。

人
材
バ
ン
ク
名
簿
を
ご
希
望

の
方
、
ま
た
は
バ
ン
ク
登
録
を

希
望
す
る
場
合
な
ど
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県
社
協
長
寿
や
ま
な
し
振
興

セ
ン
タ
ー
健
康
生
き
が
い
づ
く

り
担
当

電
話
０
５
５
・
２
５

１
・
３
９
０
０

こ
と
ぶ
き
マ
ス
タ
ー

人
材
バ
ン
ク
名
簿
を
作
成

手品

絵手紙

健康と運動

１３ やまなしの福祉 ２００９年５月
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甲
府
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
平
成
７
年
度
か
ら
「
小
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

小
地
域
で
の
住
民
の
ふ
れ
あ

い
・
支
え
合
い
活
動
の
推
進
母

体
と
な
る
の
は
、
お
お
む
ね
単

位
自
治
会
を
区
域
と
し
た
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
。
現
在
、
３１

カ
所
の
地
区
社
協
が
こ
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
目
的
は
、
支
援
を
必

要
と
す
る
住
民
（
要
援
護
者
）

が
住
む
近
隣
の
方
々
に
も
協
力

を
得
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
支
え
合
い
の
連
携
の
輪
）
を

作
り
、
福
祉
問
題
の
早
期
発
見

や
解
決
に
向
け
て
地
域
で
取
り

組
む
こ
と
で
す
。

自
治
会
単
位
の
「
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
連
絡
会
」
を
は
じ
め
と
す

る
支
援
組
織
の
設
置
・
強
化
、

要
援
助
者
の
把
握
、
災
害
時
な

ど
の
ふ
れ
あ
い
台

帳
登
録
申
請
・
ふ

れ
あ
い
カ
ー
ド
の

作
成
・
整
備
、
要

援
助
者
と
援
助
者

と
を
確
認
明
記
し

た
「
福
祉
マ
ッ
プ
」

の
作
成
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。活

動
の
中
心
と
な
る
の
は
、

同
市
社
協
会
長
な
ど
が
委
嘱
す

る
５
５
１
人
の
「
地
域
福
祉
活

動
推
進
員
」。
民
生
委
員
児
童
委

員
や
自
治
会
長
な
ど
と
連
携

し
、
要
援
護
者
へ
の
見
守
り
や

話
し
相
手
、
ご
み
出
し
な
ど
も

し
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
市
行
政
と
協
働

し
、
順
次
、
モ
デ
ル
地
区
社
協

の
指
定
を
は
じ
め
ま
し
た
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
内
容

は
、
各
地
区
の
特
性
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
着
実
に
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
」
と
同
市
社

協
の
窪
田
敏
一
さ
ん
は
、
こ
の

事
業
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い

ま
す
。

「
山
梨
県
盲
人

福
祉
セ
ン
タ
ー

（
点
字
図
書
館
）」

は
、
視
覚
障
害
の

人
た
ち
と
読
書
の

喜
び
を
分
か
ち
合

う
た
め
の
拠
点
と
し
て
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
約
３
万
冊
の
点

字
図
書
や
約
５
万
冊
の
録

音
図
書
な
ど
を
所
有
。
点

訳
や
録
音
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

（
読
み
）
な
ど
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
青
い
鳥
奉
仕

団
」
を
中
心
に
行
っ
て
い

ま
す
。

１
人
ひ
と
り
の
要
望
に

応
え
る
た
め
、
必
要
な
本

や
資
料
の
点
訳
、
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
な
ど
を
行
う
「
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」

も
あ
り
ま
す
。

「
読
み
た
い
本
が
い
ち

早
く
提
供
で
き
る
よ
う
、

青
い
鳥
奉
仕
団
の
方
々
と

と
も
に
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
所
長
の
小
林
久
寿

さ
ん
。

無
料
で
行
う
図
書
の
貸

し
出
し
サ
ー
ビ
ス
。
閲
覧

だ
け
で
な
く
、
電
話
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
か

ら
申
し
込
む
こ
と
が
で
き

る
館
外
貸
し
出
し
（
郵
送
）

も
好
評
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す

る
「
山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」

は
、「
視
覚
障
害
者
の
灯
台

（
輝
き
）
に
な
る
」
と
い

う
意
味
を
込
め
、
発
足
か

ら
５５
年
の
今
も
、
そ
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

施 設 名 社会福祉法人山梨ライトハウス

山梨県盲人福祉センター（点字図書館）

住 所 〒４００－００６４ 甲府市下飯田２－１０－１

電 話 ０５５・２２２・３５０２ ＦＡＸ ０５５・２３３・０１２４

設 立 昭和２９年１０月

敷地面積 ７９３．００ｍ
２

延床面積 ８１５．６８ｍ
２

建物構造 鉄筋コンクリート造 ２階建

開館時間 午前９時～午後５時

休 館 日 日曜（第４日曜日は開館）、祭日、年末年始

関連施設 青い鳥ホーム（盲人ホーム）、青い鳥支援センタ

ー、青い鳥成人寮（知的障害者更生施設）、青い

鳥老人ホーム（養護老人ホーム）

住
民
の
ふ
れ
あ
い
・
支
え
合
い
へ

小
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

点
字
図
書
な
ど
が
な
ら
ぶ

甲府市社会福祉協議会

奉仕に支えられ視覚障害者の灯台めざす
山梨県盲人福祉センター（点字図書館）

地域福祉活動推進員委嘱式の様子

施

設

概

要

専
用
機
械
で
点
字
印
刷

１５ やまなしの福祉 ２００９年５月



シルバー作品展・俳句大会

県社会福祉協議会は「いきい

き山梨ねんりんピック２００９シル

バー作品展・シルバー俳句大

会」を開催します。

入場は無料。お気軽にお越し

ください。

【作品展・俳句大会】

今年で１８回目を迎える作品展

・俳句大会。豊かな知識や技能、

経験を持った高齢者の文化活動

をとおした、ふれあいや生きが

いを目的として始まりました。

●日時

５月１５日（金）１３：３０～１９：３０

１６日（土）～１９日（火）１０：００

～１９：３０

２０日（水）１０：００～１２：００

※開催時間にご注意ください。

●会場 山交百貨店５階催事場

（甲府市丸の内１－３－３）

●問い合わせ先 県社協長寿や

まなし振興センター（電話０５５

・２５１・３９００）

申請受け付け中

「虹の架け橋推進事業」

県共同募金会は、自分たちの

住む街をよりよいものにしよう

と活動している福祉施設・団

体、ボランティア団体、学校、

ＮＰＯなどを対象に、共同募金

の配分をします。

対象事業は平成２２年度に実施

する子育てをはじめ、子どもの

健全育成や自然・環境保護、経

済的な自立支援が必要な人たち

を応援する活動、また市民参加

型の権利を擁護する活動など。

配分の額は５万円以上２０万円以

内です。

●要望書提出締め切り ５月２５

日（月）

●要望書提出先 県共同募金会

または各市町村社会福祉協議

会内にある支会・分会

●審査方法 プレゼンテーショ

ン方式（日時は後日連絡）

●問い合わせ先 県共同募金会

（電 話０５５・２５４・８６８５ FAX

０５５・２５４・８６８４）またはお住

まいの支会・分会

「おひとりさまの老後」の

上野さん講演会

山梨県医療社会事業協会は発

足４０周年を記念し、講演会「お

ひとりさまの老後を支える医療

・看護・介護の連携」を開催し

ます。

講師は「おひとりさまの老後」

でおなじみの東京大学大学院教

授 上野千鶴子さんです。

●日時 ６月６日（土）１４：３０～

１６：３０

●会場 ホテルクラウンパレス

甲府２階（甲府市朝気１－２

－１）

●受講料 １，０００円

●申し込み方法 所属機関また

は住所、連絡先（電話、FAX）、

氏名、職種を明記し、下記に

FAXでお申し込みください。

●申し込み・問い合わせ先 県

立中央病院医療福祉相談科

（電 話０５５・２５３・７１１１ FAX

０５５・２５３・８７０２）

渡辺智広＆Marina’s

Early Summer Live２nd開催

ドラマー智広さんと親子デュ

オ・マリナーズが、コンサート

を開催します。入場は無料です。

♪渡辺智広＆Marina’s♪

平成１８年１月、ユニット結成。

レパートリーは、童謡やアニメ

ソング、ポップス。

ドラムをたたく智広さんはダ

ウン症です。知的障害のある麻

里奈さんはお母さんとデュオ

を。麻里奈さんがボーカル担当、

お母さんはピアノを伴奏しま

す。

●日時 ６月７日（日）１３：３０

●会場 甲府市南部市民センタ

ー１階大ホール（甲府市下今

井町１５）

●問い合わせ先 白井さん（電

話０９０・６５０４・５５５０）

「親なき後の課題」フォーラム

笛吹市社会福祉協議会は「平

成２１年度笛吹市精神保健福祉セ

ミナー 障害者にとっての『親

なき後の課題』フォーラム」を

開催します。

大変デリケートな課題です

が、当事者と支援者側の目線・

役割でどのように対応していく

かを真剣に考えます。

●日時 ６月２７日（土）１０：００～

１６：００

●会場 春日居あぐり情報ステ

ーション（笛吹市春日居町寺

本１５５－１）

●内容 東洋大学教授 秋元美

世さんによる基調講演会「地

域における後見のあり方」、県

司法書士会・リーガルサポー

ト山梨の成年後見劇、パネル

ディスカッション「親なき後

の課題への対処は親ある時か

ら」（コメンテーターは成年後

見センター・リーガルサポー

トの大貫正男さん）

●受講料 無料

●申し込み・問い合わせ先 笛

吹市社協障害者地域活動支援

センター「ふえふき」（電話０５５

・２６３・１７７７ FAX０５５・２６３・

１７６９）

山梨県社会福祉協議会は、環境ISO１４００１の認証に基づき「環境に優しく人に優しい福祉活動の推進」を図っています

やまなしの福祉 ２００９年５月 １６
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